


　初めまして。昨年インターンシップでお世話になり、学校
を卒業し今年４月に入社しました。現在健診業務員として、
業務に励んでおります。
　言葉遣い・動き方など今日まで先輩
方からご指導いただき、日々勉強の
毎日です。先輩方のように臨機応変
に丁寧な対応が出来るようになりた
いです。これからもよろしくお願い致
します。

新 職 員 紹 介

　これまでは、主に産業保健分野から健康の保持・増進、疾病予防に携わってきました。クリニックを併設した健診
施設の開設に際し、クリニック内に外来栄養食事指導部門を立ち上げ、臨床医療分野からの生活習慣病の予防、治
療や健診後のフォローアップ体制の充実を図りました。健診施設では、運用の見直しや医師による指示箋発行の流
れを導入し、保健指導の実施率向上に繋げました（生活改善指導100％、特定保健指導93.5％（後日実施含））。人
間ドック・健診当日という健康意識が高い状況で、受診勧奨の機会を増やすことも可能となりました。今後は実施率
だけではなく、受診後の健康意識の向上や行動変容に繋がるより効果的な保健指導の実施を目指していきたいと考
えております。

　富山県産業安全衛生大会（THP富山大会）が
7月16日（火）「ボルファートとやま」において開
催されました。
　今年度は、労働者健康保持サービス機関の富
山県健康づくり財団が「健康づくり相談コー
ナー」を開設、簡易貧血チェックおよび改善アド
バイスを実施し、北陸予防医学協会の健康運動
指導士が「業間体操」を行いました。
　また、令和元年度全国THP表彰の優良賞を受賞されました シロウマサイエンス株式会社の総務部 総務課
課長 若林成喜 氏による「シロウマサイエンスのTHPの取組み」と題してのTHP事例発表があり、職場の健康
づくりにおける具体的な取り組みや課題などを紹介いただきました。
　特別講演では、内科医、皮膚科医、眼科医、日本抗加齢医学会専門医で、医療法人社団康梓会Ｙ’sサイエンス
クリニック広尾統括院長　日比野佐和子 先生より「最新医学で証明された若さを保つ食事術～今日から変わ
れる！あなたの食生活～」と題して講演がありました。日比野先生は、アンチエイジング医療における第一人者
的な立場として、基礎研究から最新の再生医療の臨床にいたるまで幅広く国際的に活躍されておられ、老化を
加速させない生活習慣や効果的な食事のとり方などについての講演がありました。

　令和元年7月25・26日に岡山市で
開催された「第60回日本人間ドック学
会学術大会」に参加し、下記演題の口
頭発表をしてきました。事後フォロー部
門の充実については、どの機関におい
ても課題のひとつであり、多くの演題
がありました。

第60回 日本人間ドック学会学術大会に参加して 第48回「富山県産業安全衛生大会  THP富山大会」
が開催されました

広報紙に関するご意見・ご要望等は、ヘルスケア部　保井までご連絡ください。
TEL 076（436）1281　FAX 076（436）1240

北平 早弥佳　医療技術部看護科　健診業務員

　今年、東海医療技術専門学校を卒業しました。富山市
出身です。
　正確な診断ができる画像を撮影で
きるような診療放射線技師になりたい
です。 現在は、マンモグラフィの撮影
を頑張っています。まだまだ不慣れな
ことがあり、ご迷惑をお掛けすることも
多いと思います。精一杯頑張りますの
で、ご指導よろしくお願いします。

眞田 佑奈　医療技術部放射線科　臨床放射線技師

　富山県立総合衛生学院を卒業後、保健師
資格取得のため石川県立看護大学へ編入
し、今年３月に卒業しました。いろいろとご迷
惑おかけするかと思いますが、職員の皆様
や対象者の方 か々ら信頼される保健師にな
れるよう努力していきたいと思っています。
よろしくお願いします。

髙野 千鶴　ヘルスケア部健康推進課　保健師

　福岡県の産業医科大学で産業保健を学
んだあと、富山県立総合衛生学院で保健師
の資格を取得しました。産業保健や予防医
学の分野に興味がありましたので、ご縁が
あってここで働けることを大変うれしく思っ
ています。今まで学んできたことを活かして
頑張りますので、よろしくお願い致します。

長副 奏　医療技術部看護科　看護師

　富山県立総合衛生学院出身です。受診
者さまや職員の皆さんに信頼されるような
看護師を目指し、毎日の業務を通して知識
の習得や技術の向上に努めてまいります。
迷惑をかけてしまうこともあるかと思います
が、一生懸命頑張りますのでご指導のほど
よろしくお願いします。

森 朱理　医療技術部看護科　看護師

循環器内科クリニックを併設した健診施設の特性を活かす管理栄養士の役割

人間ドック・健診当日の医師面談による階層化、指示箋発行に基づく生活改善指導導入と特定保健指導

発表者 管理栄養士　米田 恵李

　当協会３施設目となる「とやま健診プラザ」が開設された際に、対象者実施率100％を目指して、ドック・健診当日
の保健指導の新しい運用を導入、その取り組みについて発表いたしました。初年度の当日初回面談実施率（ドック
後100％、特定健診後の特定保健指導91.1％）の高さに関心が寄せられました。
　とやま健診プラザでは、当日という健康に対する関心が高い状況下で、医師の発行した指示箋に基づき特定保健
指導や生活改善指導などを実施しております。皆さまの結果に基づいてご説明させていただき、未病―予防―軽度
異常―重症化予防、ちょっとずつ無理のない健康習慣について一緒に考えさせていただきたいと考えております。

― 当日初回面談実施率100％を目指した管理栄養士・保健師の挑戦 ―
発表者 管理栄養士　小林 裕美

特定保健指導による積極的支援最終評価時の健康意識・行動変容と各検査項目値の改善

　当日初回面談実施率は上昇したが、健康意識・行動変容や改善率・完遂率などについてどうだったのか？ 積極
的支援対象者において、最終評価時（3か月後）に血液生化学検査を実施し、科学的根拠のある指導効果を検証し
発表いたしました。管理栄養士が関与した特定保健指導前後で「食事・身体活動・アルコールの摂取量」と「腹囲・
体重・ＢＭＩ・血圧・総コレステロール・中性脂肪・空腹時血糖・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ-ＧＴＰ」が有意（Ｐ＜0.05）に改善し
ていました。支援レベルも「特保対象外」が27.3％、「動機付け支援に改善」が31.8％と59.1％に改善が認められま
した。特定保健指導の実施率（完遂率）は、全体で71.4％でした。（国全体の実施率（完遂率）2017年度：19.5％、
第3期目標：45.0％）

― 管理栄養士の関わり ―
発表者 管理栄養士　小林 裕美

＊この演題は、日本人間ドック学会より優れた演題であると推薦され、学会誌への論文投稿の依頼がありました。




